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Cognitive structure model of inhibiting help-seeking behavior from psychologists:
Focusing on perfectionist cognitions and shame
Kotone MATSUDA and Hirofumi YAMAZAKI
We examined a cognitive structure model focusing on perfectionist cognitions and shameful feelings on the 
help-seeking behavior from psychologists for psychological problems. Adolescence (N ＝ 254, 41.9％ Men and 
56.1％ women) participated in the study. The results indicated that when the perfectionist tendency was high, 
the tendency to solve the problem by oneself was high. Moreover, the feeling of shame increased this 
tendency. The results also indicated that help-seeking behavior might not be hindered despite having high 
perfectionism tendencies if shameful feelings were not experienced.








いう認知」 である社会的スティグマ （Vogel, Wade, 
& Haake, 2006）、「自己を社会的に受け入れられ
ないとラベルづけすることによって生じる自尊心
や自己価値の低下」 である自己スティグマ （Vogel 









































には、代表的なものにFischer & Turner （1970） の
Attitude toward seeking professional psychological 






































































































































































































































































社会的評価懸念  1 .他者から、私が望んでいない評価を受けるのではないか、と気になる。
 2 .他の人が私のことをどのように評価するか、気がかりだ。
 3 .他者に対して思い通りの印象が与えられなかったのでは、と不安になる。
自己イメージ不一致  4 .私が普段もっている自己イメージとは異なる。
 5 .周りの人がもっている普段の私の印象から考えると、思いがけないことだろう。
 6 .そのような私は、自分らしくないと思う。
















































































































表３　多次元完全主義認知尺度 （MPCI） （小堀・丹野, 2004）
因子 項目内容





完全性追求  6 .完ぺきにやらなければ安心できない。
 7 .完ぺきにやらなければ、どうしても気がすまない。
 8 .わたしは“完ぺき”でなければならない。







































































項目内容 n M SD
1 .もし私が心理的に深く悩んだり落ち込んだりしたら、まず専門家に相談に行くと思う。 254 1.76 .86
2 .もし私が今、重い心の葛藤を抱えたら、カウンセリングでそれを解消できると信じている。 253 2.36 .81
3 .もし長い間、悩み動揺していたら、私はカウンセラーの助けを求めるだろう。 254 2.53 .99
4 .悩みを抱えた人は、一人でそれを解決しようとせず、専門家と解決するほうが良いだろう。 253 2.89 .79
5 .私は将来、心理的な相談を受けたいと思う。 254 1.93 .93
6 .カウンセラーと何らかの問題について話し合うというのは、心の葛藤を乗り越えるために有効ではないと思う。 254 2.03 .82
7 .専門家の助けに頼らず、自分の葛藤や恐怖心に進んで立ち向かおうとする人は何か立派なものがあると思う。 254 2.54 .93
8 .カウンセリングに費やす時間やコストを考えると、私のような人間にその価値があるのかどうか疑わしい。 253 2.21 .98


































































3 .もし長い間、悩み動揺していたら、私はカウンセラーの助けを求めるだろう。 .70 －.01
5 .私は将来、心理的な相談を受けたいと思う。 .70 .07
1 .もし私が心理的に深く悩んだり落ち込んだりしたら、まず専門家に相談に行くと思う。 .56 .01
4 .悩みを抱えた人は、一人でそれを解決しようとせず、専門家と解決するほうが良いだろう。 .51 -.10
2 .もし私が今、重い心の葛藤を抱えたら、カウンセリングでそれを解消できると信じている。 .47 .00
第二因子＜自己解決志向＞　α＝.55
8 .カウンセリングに費やす時間やコストを考えると、私のような人間にその価値があるのかどうか疑わしい。 .03 .57
7 .専門家の助けに頼らず、自分の葛藤や恐怖心に進んで立ち向かおうとする人は何か立派なものがあると思う。 －.03 .55


























項目内容 n M SD
 1 .他者から、私が望んでいない評価を受けるのではないか、と気になる。 254 2.34 .89
 2 .他の人が私のことをどのように評価するか、気がかりだ。 253 2.60 .98
 3 .他者に対して思い通りの印象が与えられなかったのでは、と不安になる。 253 2.38 .93
 4 .私が普段もっている自己イメージとは異なる。 253 2.18 .83
 5 .周りの人がもっている普段の私の印象から考えると、思いがけないことだろう。 253 2.41 .83
 6 .そのような私は、自分らしくないと思う。 254 2.23 .90
 7 .この状況における、他者に対する適切なふるまい方が思いつかない。 253 2.12 .80
 8 .他者に対してどのように行動すべきか、混乱してしまう。 254 2.24 .89
 9 .周りの人に対してどのようにふるまったら良いかわからない。 253 2.08 .86
10 .自分はだめな人間だと感じる。 254 2.39 1.00
11 .自分の価値は他の人よりも劣ると思う。 253 2.40 .98
12 .自分自身のことをみじめだと思う。 254 2.06 .95
表７　多次元完全主義認知尺度 （MPCI） の記述統計量
項目内容 n M SD
 1 .目標は高いほどやりがいがある。 253 2.39  .84
 2 .高い基準を自分に課すことが大切だ。 254 1.96  .95
 3 .基準が高いほど、自分のためになるだろう。 254 2.12  .92
 4 .目標は高ければ高いほどいい。 252 2.21  .97
 5 .最高の水準を目指そう。 254 2.05  .84
 6 .完ぺきにやらなければ安心できない。 254 2.21  .93
 7 .完ぺきにやらなければ、どうしても気がすまない。 253 1.96  .88
 8 .わたしは “完ぺき” でなければならない。 253 1.75  .90
 9 . “完ぺきにやること” に意味がある。 254 1.93  .89
10 .不完全ではいけない。 254 1.83  .87
11 .ミスがあると、自分が惨めに思えてくる。 253 2.50 1.04
12 .ミスがあると、自分を責めたくなる。 253 2.50 1.06
13 .失敗したら、私の価値は下がるだろう。 250 2.12 1.03
14 .ここでまちがえるなんて情けない。 251 2.15 1.00





.67, p<.001; β＝ .17, p<.05）を及ぼしているこ
とが示された。高目標設置は、恥感情の発生に有
意な負の影響 （β＝-.16, p<.05）を、自己解決志
向に有意な正の影響 （β＝ .19, p<.001）を及ぼし
ていることが示された。恥感情の発生は、自己解





的強い正の相関 （β＝ .66, p<.001） が、高目標設
置と完全性追求、ミスへのとわられと高目標設置

























11 .ミスがあると、自分が惨めに思えてくる。 .90 －.07 －.02
12 .ミスがあると、自分を責めたくなる。 .88 .08 －.10
13 .失敗したら、私の価値は下がるだろう。 .78 －.12 .07
14 .ここでまちがえるなんて情けない。 .74 .02 －.07
15 .うまくできなければ、人並み以下ということだ。 .63 .08 .12
第二因子：＜高目標設置＞　α＝.84
 4 .目標は高ければ高いほどいい。 .07 .85 －.14
 1 .目標は高いほどやりがいがある。 －.25 .84 .04
 2 .高い基準を自分に課すことが大切だ。 .02 .77 .02
 3 .基準が高いほど、自分のためになるだろう。 .15 .67 .04
 5 .最高の水準を目指そう。 .02 .53 .01
第三因子：＜完全性追求＞　α＝.87
 8 .わたしは “完ぺき” でなければならない。 －.03 －.14 .93
 6 .完ぺきにやらなければ安心できない。 －.01 －.05 .74
 7 .完ぺきにやらなければ、どうしても気がすまない。 .16 .02 .68
10 .不完全ではいけない。 .04 .18 .60
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